
東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 3 2 3

4 4 2 4

事業の目的 最終的
市民を対象とし、健康増進と市民相互の親睦、交流を
深めます。

今年度 継続して開催します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

リレー、綱引き、玉入れなどの分館対抗種目 参加分館、参加者個人への参加賞配布

防災バケツリレー等、子どもから高齢者まで幅広く参加できる
種目

シャトルバス運行や仮設トイレ等のサービス

昼食、休憩時間等を活用したアトラクション、県民球団等によ
る体験コーナー等の実施

成果指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス ｓｙｏｇａｉｇａｋｕｓｙｕ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｏｎ.ｅｈｉｍｅ.ｊｐ

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象 市民(37分館)を対象 根拠法令 なし

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2010 事務事業名 市民大運動会開催事業 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

参加分館数
市内全域とし、全37分館の参加
を目指しています。

分館
37 37 37 37

32 31

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 　令和2年11月15日(日)開催
予定の市民大運動会につい
ては、新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止の観点から
中止が決まりました。
　その他特定財源の内、1,100
千円が市町振興イベント助成
金、残りが地方振興基金

地方債 0 0 0

その他特定財源 1,757 1,757 2,450

一般財源 1,101 836 1,100

0.248 1,520 0.290 1,810 0.290 1,811

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.077 153 0.077 153

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

　少子高齢化等による不参加分館が以前からありましたが、近年、市街地でもコミュニティの希薄さによる不参加分館が一部見受けられます。

効率性
現状、有効な助成事業があり、コスト面も適切と考えるが、シャトルバス、仮設トイレをはじめ、利用状況をみながら随時見直しを検討する必要があ
ります。

改　革
計　画

　山間部等での合同分館参加促進、各種目の人数枠の見直し、幅広い年齢層が気軽に参加できる種目採用等を近年検討しており、今後も分館
体育部長等の意見を取り入れながら見直してまいります。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

市民の健康増進と交流を深める「市民大運動会」は、新市発足以来、継続してきた本市特有のスポーツ・イベントですが、少子高齢化
や地域コミュニティの衰退等の影響で、年々、参加分館が減少する傾向です。今後は、競技種目や参加要件の見直しも含め、持続可
能な事業の運営に努めます。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 4,378 4,556 5,514

計(Ａ) 2,858

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

スポーツを通じた親睦と交流の機会が必要であり、本事業以上に市全体で交流する事業規模は、他にはないと考えます。

有効性 参加が一部の市民に限られる傾向があり、マンネリ化は避けられない傾向にあります。

達成度
参加分館数が32分館前後とこの規模のスポーツ大会としては参加割合は高いと考えるが、不参加の分館が固定化されており、更なる呼びかけ等
が必要です。

必要性

2,593 3,550

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費



東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 2 4

4 4 2 2

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 142 369 403

計(Ａ) 50

期間設定なし

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

事業費もほとんどかからず、元オリンピック選手に直接指導いただけるため、必要と考えます。

有効性 本市のダム施設を活用した事業であり、有効な事業であると考えます。

達成度
参加者数増加のための検討が必要です。ただ、松山市民レガッタと併せたお盆時期の開催となるため、大幅な参加者増加が期待できない現状
でもありｊます。

必要性

57 91

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

　応募者について、安定してはいるものの、参加者数が目標に対して少ない現状にあります。

効率性 基本、参加者の熱中症予防の飲料や消耗品購入で開催できるため、コスト面では効率のよい事業といえます。

改　革
計　画

　開催の周知について、小中学校への案内文配布により対応していますが、広報、HPの掲載も行い、チラシのレイアウトも少し工夫をしていきま
す。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

元オリンピック選手を始めとするボート競技経験者の指導を受けながら、実際にボートに乗るという貴重な体験を実践する事業ですが、
参加者の減少傾向が見られるため、新たな視点による有効なPR方法を検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

0.015 92 0.050 312 0.050 312

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 50 57 91

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 令和２年度の子どもボート体
験教室は、新型コロナウイル
ス感染症感染拡大防止の観
点から中止となっています。

地方債 0 0

計算式又は指標設定理由 最終目標

参加者数
ダムを利用したボート体験を多
くの参加者に体験してもらうた
め

人
20 20 20 20

12 13

公的関与

089-964-1500 メールアドレス ｓｙｏｇａｉｇａｋｕｓｙｕ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｏｎ.ｅｈｉｍｅ.ｊｐ

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象 小学４～６年生及び中学生 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2017 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業（ボート教室事務） 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

事業の目的 最終的

元オリンピック選手及び愛媛大学ボート部の指導のも
と、実際にボートを漕いて楽しさを学んだり、エルゴメー
ターを使用してボート漕ぎに必要な脚力等を体感したり
します。

今年度 継続して開催します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

救命胴衣の着用や禁止事項等について学びます。

ボートに乗り、愛大ボート部と一緒に漕ぎ、進め方、止まり方
をはじめ等体感します。

エルゴメーターを活用し、ボート漕ぎの動作や必要な脚力等
を体験します。

成果指標

指標名



東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 2

事業の目的 最終的
地域プロスポーツ発展を図るとともに応援の機運の醸成
を図る。

今年度 継続して実施します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

Ｊ２マッチシティ応援事業（愛媛ＦＣ） 野球教室の開催（愛媛ＭＰ）

Ｊ２マッチエリア応援事業（愛媛ＦＣ）

中予広域の日応援事業（愛媛MP）

成果指標

指標名

公的関与

089-964-1500 メールアドレス ｓｙｏｇａｉｇａｋｕｓｙｕ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｏｎ.ｅｈｉｍｅ.ｊｐ

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2030 事務事業名 愛媛プロスポーツ応援事業 細事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

Ｊ２マッチシティ参加者 参加人数 人
5,000 8,000 8,000 10,000

2,449 6,903

Ｊ２マッチエリア参加者 参加人数 人
10,000 10,000 10,000 10,000

2,545 7,874

中予広域の日参加者 参加人数 人
5,000 5,000 5,000 5,000

2,088 2,228

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 79 73 105

一般財源 291 268 333

0.253 1,551 0.253 1,579 0.253 1,580

臨時職員工数・経費 0.005 10 0.005 10 0.005 10

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

　入場者数が大幅に目標を下回ることがあります。

効率性
　愛媛県プロスポーツ地域振興協議会より事業費の半額助成を活用できることから、大きなコストをかけることなく、本市のＰＲとプロスポーツチー
ム応援の機運はある程度図れています。

改　革
計　画

　プロスポーツ選手には、人を引き寄せる大きな魅力があります。
　プロスポーツチームと調整しながら告知活動を強化したり、選手と交流を図る機会を多く作ることで、応援したい（試合を観戦したい）気持ちが大
きくなると考えます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

平成30年度に比べて観客数は着実に増加しており、事業における一定の成果が認められます。愛媛県のプロスポーツ振興への協力
は重要であり、本市のPR活動にも資することから、関係各課と連携しながら継続して事業の推進に当たってください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,931 1,930 2,028

計(Ａ) 370

期間設定なし

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

　地域のプロスポーツチームを応援し、機運を盛り上げることで、地域のプロスポーツチームが発展し、地域に根差したチームとなります。
　そのために、応援事業は必須であると考えます。

有効性
　プロスポーツの試合には、数多くの来場者があり、マッチシティ等で本市をＰＲする絶好の機会であります。
　また、魅力あるイベントや優待チケットをとおして試合観戦を促すことが期待でき、有効な事業であると考えます。

達成度
　天候に左右されることも大きいが、入場数が目標を大きく下回ることもあります。
　試合の告知方法に改善を要する点があります。

必要性

341 438

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費



東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 8

平成 31 年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 2

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 2,489 0

計(Ａ) 0

令和2年度

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

オリンピック開催は国を挙げての事業であり、愛媛県においても県（実行委員会）を中心として、県下ほぼ全ての市町が参加しており、当市におい
ても当事業の実施は必要であると思われます。

有効性
本事業は、東京2020オリンピック大会組織委員会の基準に基づき実施するもので、聖火リレーの目的である“大会の盛り上げ”に資するために行
う事業の内容として適切であると思われます。

達成度
新型コロナウイルス感染症による大会延期に伴い聖火リレーも延期となったため、当市における聖火リレーに関する各種準備・手続き等も中断し
たため、成果としてはあまり上がっていない。

必要性

935 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 スポーツ振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

東京2020オリンピック大会延期後のスケジュールが未定であり、聖火リレーについても実施の有無を含め、日程・内容ともに未確定となっている。

効率性
警備計画については、市町分も県（実行委員会）で取りまとめて契約しており、また、資材購入については組織委員会の基準に基づく必要がある
ことから、効率化を図る余地があまりなく、適当であるものと思われます。

改　革
計　画

今後、東京2020オリンピック組織委員会の発表を注視し、予算の補正対応を含め準備を進める必要がある。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

東京2020オリンピック聖火リレー及びパラリンピック聖火ビジットは、来年度に延期されているものの、新型コロナウイルスの収束は不透
明であるため、国や県の動向に注視しながら、的確で迅速な対応が求められます。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

0.000 0 0.249 1,554 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 935 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 新型コロナウイルス感染拡大
による東京2020オリンピック大
会の延期に伴い、聖火リレー
も延期されたため、決算額は
警備計画策定に係る負担金
及び交通規制用資材の一部
購入の費用のみとなってい
る。
現在のところ、大会延期後の
具体的な内容等が未定である
ため、事業実施に係る令和２
年度予算は計上していない。

地方債 0 0

計算式又は指標設定理由 最終目標

事業の性格上、指標設定になじ
まない。

公的関与

089-964-1500 メールアドレス ｓｙｏｇａｉｇａｋｕｓｙｕ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｏｎ.ｅｈｉｍｅ.ｊｐ

（２）スポーツ活動の充実・促進

事業区分

事業の対象
東京2020オリンピック聖火リレー及びパラリンピック聖火ビ
ジット

根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ４ 文化・スポーツの推進

024 2044 事務事業名 保健体育総務事業 細事務事業名 オリンピック聖火リレー開催事業

主要施策

該当 事業期間

事業の目的 最終的
東温市ルートにおけるオリンピック聖火リレーを事故無く
実施し、東京2020大会の盛り上げに寄与する。

今年度
“各種申請手続き”及び“資材等の購入等”に加え、ルート周
辺への周知等を行い、聖火リレーの実施の準備を整える。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 スポーツ振興係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

警備計画の策定 装飾用物品（のぼり、横断幕等）等の作成

交通規制に伴う各種申請手続きの実施 ルート周辺への周知及び広報用チラシの作成

交通規制に係る資材購入及び看板の作成

成果指標

指標名


